




（１）地域づくりへと発展する取り組み
　地域特性を踏まえた実践。
　子どもの参画を重視しつつ、既存の多様な活動を発展させる

（４）学び方・教え方
　学ぶ側の意見を取り入れつつ、
　参加型アプローチを重視して、具体的行動を促す。

（５）育みたい力
　体系的思考、批判力と代替案の思考力、
　コミュニケーション能力等。

（６）多様な主体との連携、協働
　コーディネート能力、プロデュース能力が必要。
　教育関係組織、社会福祉協議会、NPO等が教育現場と地域をつなぐ。

わが国における「国連持続可能な開発のための教育の10年」実施計画
「持続可能な開発のための教育の実施の指針 」より











赤字：実習、実験をした授業

緑字：視聴覚教材を用いた授業

時間
数

題材とその内容
観
点

１ 地震の基礎知識 地

３ 震源の決定

４ 地震はどこで起こるのか

５

６

地震に伴う現象

（ゆれ、津波、液状化）

参

２ 地震はなぜ発生するのか

時間
数

題材とその内容
観
点

７ 大地震発生時の行動 参

連

コ

９ 私たちにできること 地

１０
身のまわりの地震対策②

-避難所としての学校-
連

コ

１１ 単元のまとめ

８
身のまわりの地震対策①

-御殿場市の地震対策-



時間
数

題材とその内容
観
点

１～

３

映画「ダンテズ・ピーク」

　　　　の視聴（解説つき）

４
映画のまとめと

　　　　　　疑問点の共有

参

コ

火山の噴火と災害 参５～
７ 火山の性質 参

火山の分布

日本の火山とその恵み 参

８

９

地
参

富士山の地形と

　　　　　火山活動の関係
１０

コ火山と国立公園１２

地富士山と世界遺産１１

単元のまとめ１５

連

コ

観
点

富士山ハザードマップと

防災

１３

１４

題材とその内容
時間
数

赤字：実習、実験をした授業

緑字：視聴覚教材を用いた授業



時間
数

題材とその内容
観
点

１ 集中豪雨と台風 地

２ 気象災害に備えて

３ 土砂災害を知る

時間
数

題材とその内容
観
点

１～

３

防災マップの作成

改善点を探そう

参

連

コ

４～

６

シンポジウム・防災講座に
向けて

参
コ

日時 題材とその内容
観
点

11/
25

環富士山火山防災

　　シンポジウムへの参加

　　★生徒研究発表（３件）

コ

連

地

12/
2

南高防災講座～火山編～

　　　　　　　　　　　　の開催

（自治会、県、大学との連携）

コ

連

参

12/
10-
16

宝永噴火・富士山資料展

での展示

（御殿場市との連携）

連

コ

地

赤字：実習、実験をした授業

緑字：視聴覚教材を用いた授業









学校

企画、立案
生徒の参加
協働・連携

地域

興味・関心
生涯学習
協働・連携

行政

広報活動
普及活動
協働・連携

専門家

広報活動
研究活動
協働・連携






